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３
月
７
日
を
皮
切
り
に
、
魅
力
的
な
コ

ン
サ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
。
心
ゆ
く
ま
で
音
楽
に
触
れ
、
楽
し

さ
を
皆
で
共
有
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
は
、市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
、

計
９
会
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
内
容

も
、
フ
ル
ー
ト
カ
ル
テ
ッ
ト
や
ピ
ア
ノ

デ
ュ
オ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
多
彩
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
に
は
親
子
向
け
の
コ
ン
サ
ー

ト
も
ご
用
意
。
大
人
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
ま
で
幅
広
い
世
代
に
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友

達
と
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
を
音
楽
で
包
む
一
カ
月

市
を
音
楽
で
包
む
一
カ
月

3/22
　（日）
3/22
　（日）

鵜沼宿ファミリーコンサート
親子で楽しいジャズコンサート
鵜沼宿ファミリーコンサート
親子で楽しいジャズコンサート

無料

鵜沼西町交流館
（鵜沼西町 1）
鵜沼西町交流館
（鵜沼西町 1）

かとれあホール
（鵜沼三ツ池町 5）
かとれあホール
（鵜沼三ツ池町 5）

時間　11:00 ～ 12:00（開場 10:30）
対象　就園児以上
出演　ラブル～☆（山口沙織・ボーカル、小島
勇司・サックス、大谷泰史・キーボード、笠井
亨・ベース、藤岡直記・ドラム）
予定曲　となりのトトロ、きらきら星　ほか
備考　「中山道鵜沼宿まつり」同日開催（詳
細は広報紙 2月 15 日号に掲載予定）
申込と詳細　3月 9日までにメールで、件名を
「ファミリーコンサート」とし、「参加者全員の
氏名、子どもの年齢（小学生以上は学年）、代表
者の氏名･電話番号」を明
記し、culture@city.kakam
igahara.gifu.jp ブランド創
造課☎058-383-1042

3/7
　（土）
3/7
　（土）

古我久良々＆三浦友理枝
ピアノジョイントコンサート
古我久良々＆三浦友理枝
ピアノジョイントコンサート

時間　15:00 ～ 16:30（開場 14:30）
予定曲　熱情（ベートーヴェン）、子供の情
景より「トロイメライ」（シューマン）ほか
費用　1000 円（全席自由）
チケット　ブランド創造課内市文化協会事
務局（産業文化センター 6階）で販売
詳細　ブランド創造課内市文化協会事務局
☎058-383-1042

有料

市民会館・文化ホール
（蘇原中央町 2）
市民会館・文化ホール
（蘇原中央町 2）

3/12
　（木）
3/12
　（木）

3/15
　（日）
3/15
　（日）

市民会館ホワイエコンサート
Duo de AYA ヴァイオリンコンサート
市民会館ホワイエコンサート
Duo de AYA ヴァイオリンコンサート

3/20
　（金）

フルートカルテットLaterne
～春を奏でて～
フルートカルテットLaterne
～春を奏でて～

時間　11:00 ～ 12:00（開場 10:30）
定員　約 100 人（申込順）
出演　Duo de AYA（大迫綾香、簗瀬彩・ヴァイ
オリン）
予定曲　愛のあいさつ（エルガー）、トルコ行
進曲（モーツァルト）ほか
費用　大人 300 円、中学生以下無料
備考　未就学児も入場可
申込と詳細　電話などで
市民会館☎058-389-1818

有料

かかみがはら
パフォーミング・アーツ・フェア
かかみがはら
パフォーミング・アーツ・フェア

時間　10:00 ～ 16:00
内容・出演　 △文化ホールステージ＝音楽
団体・一般公募による 8組 △登録アーティ
ストステージ①10:00 ～ 10:40＝穴吹拓馬、
松浦歩美、末武可奈子、小峰弥穂（打楽器ア
ンサンブル）②12:00 ～ 13:00＝金光順子（ソ
プラノ）、佐部利弦（ピアノ）、大久保ナオミ
（ヴァイオリン）③15:00 ～ 15:40＝voir＋MA
Gサクソフォンカルテット（サックス 8重奏）
備考　市民会館ステージなど、その他詳細
は広報紙 3月 1日号に掲載予定
詳細　ブランド創造課内市文化協会事務局
☎058-383-1042

無料

内藤記念くすり博物館
（川島竹早町 1）
内藤記念くすり博物館
（川島竹早町 1）

3/8
　（日）
3/8
　（日）

粥川なつ紀コンサート粥川なつ紀コンサート
くすり博物館コンサートくすり博物館コンサート

「ＬＩＦＥ」「ＬＩＦＥ」

時間　14:00 ～ 15:00（開場 13:30）
出演　粥川なつ紀（サックス）ほか
予定曲　桜シャワー、MONDO（粥川なつ
紀）、Close To You（カー
ペンターズ）ほか
詳細　ブランド創造課
☎058-383-1042

無料

古我久良々 三浦友理枝

～May your days be full of
 joy and happiness～
～May your days be full of
 joy and happiness～

河川環境楽園
（川島笠田町）
河川環境楽園
（川島笠田町）

イオンモール各務原
（那加萱場町 3）
イオンモール各務原
（那加萱場町 3）

産業文化センター
（那加桜町 2）
産業文化センター
（那加桜町 2）

瞑想の森 市営斎場
（那加扇平 2）
瞑想の森 市営斎場
（那加扇平 2）

3/17～22
　（火）　　（日）
3/17～22
　（火）　　（日）

場所　産業文化センター 1階エントランス、
イオンモール各務原、河川環境楽園
備考　各日の時間など、
詳細は広報紙2月15 日
号に掲載予定
詳細　いきいき楽習課
☎058-383-1210

無料

2015 市音楽ウイーク・
街角コンサート
2015 市音楽ウイーク・
街角コンサート

時間　13:30 ～ 14:30（開場 13:00）
定員　約 120 人（申込順）
出演　フルートカルテット「ラテルネ」
（安田佐和子、石渡真由美、鷲見夏子、
河田恭子）
予定曲　日本の名曲、フルートのための
組曲「フルーツパフェ」より、ジブリメド
レー　ほか
申込と詳細　2月 17 日
～電話でブランド創造
課☎058-383-1042

無料

3/20
　（金）

瞑想の森コンサート瞑想の森コンサート

① ② ③

詳細　ブランド創造課☎058-383-1042

年間を通じ、数多くのコンサートが開催
される各務原市。そしてこの３月、
さまざまな音楽イベントを集約し、
「春かぜ音フェスタ」として開催します。
総勢 10組 32 人のアーティストが参加。
ぜひ、お好みのコンサートにお出かけ
ください。
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気軽に
参加

してく
ださい

企画に携わる、男女が輝く都市づくり
審議会副会長の香取さんと市の担当者
に、「熱い思い」を伺いました。

島津雅一さん　　　　香取幹さん　　　　　水野恵里さん
（市担当職員）　　　　　　　　　　　　　　　　     （市担当職員）　

　

男
女
が
共
に
輝
く
都
市
と
は
、「
市
民

の
だ
れ
も
が
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
個
性
と
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
の
こ

と
。
市
で
は
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
開
催
し
て
い
た
講
演
会

「
あ
な
た
と
私
の
さ
わ
や
か
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
」も
啓
発
活
動
の
１
つ
。
今
年
は「
と

も
☆
き
ら
フ
ェ
ス
」
と
し
て
、
夫
婦
や
親
子

で
参
加
が
可
能
な
講
座
形
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
！
よ
り
お
互
い
が
輝
け
る
関
係
に
な
る

た
め
に
、
講
座
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
通

し
て
少
し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

②
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
つ
く
え
と
い
す
を
作

ろ
う
！

　

廃
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
子
ど
も
用
の
い
す
と

つ
く
え
を
作
り
、
好
き
な
よ
う
に
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

日
時　

３
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
～
午

後
４
時

場
所　

川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
川
島
河
田
町
）

定
員　

15
組
30
人

持
参
品　

カ
ッ
タ
ー
、
筆

記
用
具
、
ゴ
ム
引
き
手
袋

【
共
通
事
項
】

備
考　

▽
各
企
画
と
も
、
親
子
・
孫
と
祖

父
母
、
ま
た
は
カ
ッ
プ
ル
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
▽
講
座
番
号
①
と
②
は
、
託
児
を

準
備
し
ま
す
（
申
込
時
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
）
▽
１
回
の
申
込
に
つ
き
、
１
講
座
の

申
込
を
受
け
付
け
ま
す

申
込
と
詳
細　

２
月
10
日　

午
前

９
時
～
電
話
ま
た

は
直
接
、
川
島
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
☎
０
５
８
６

（
８
９
）
３
６
８
６

③
今
夜
は
い
え
飲
み
☆
「
い
っ
し
ょ
に

お
つ
ま
み
つ
ー
く
ろ
っ
！
」

　

今
宵
の
晩
酌
は
２
人
で
作
っ
た
肴
を
つ

ま
み
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
８
日
（
日
）　

午
前
10
時
～

午
後
１
時

場
所　

各
務
原
養
護
学
校（
那
加
雲
雀
町
１
）

定
員　

10
組
20
人

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
台
布
巾
、

ス
リ
ッ
パ
、
普
段
使
い
の
皿

費
用　

材
料
代
１
０
０
０
円

備
考　

講
座
で
お
酒
は
出
ま
せ
ん

①
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
を
作
ろ
う
！

　

最
初
の
あ
ん
よ
は 

思

い
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

た
「
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー

ズ
」
で
。

日
時　

３
月
７
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
川
島
河
田
町
）

定
員　

10
組
20
人

持
参
品　

汚
れ
て
も
良
い
服
装

費
用　

材
料
代
３
５
０
０
円 「男女が共に輝く都市」を目指し、講座を通して男女共同参画について考える、「とも☆き

らフェス」を開催します。誰もが「ともにきらきらかがやく」という願いから名付けまし
た。皆さん、ぜひご参加ください。　　　　　　　　詳細　いきいき楽習課☎ 058-383-1210

  「
男
女
が
共
に
輝
く
都
市
」

  

講
座
で
つ
な
が
る
「
人
と
人
」

  「
役
割
・
責
任
を
共
有
し
、

　
支
え
合
っ
て
ほ
し
い
」

香
取　
「
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願
い
か
ら
、
今
年
度
は
、
講
座
形
式

に
し
ま
し
た
。
幅
広
い
年
代
の
方
が
「
男

女
の
役
割
」
に
つ
い
て
考
え
る
、
入
口
と

な
る
よ
う
な
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

講
座
を
通
し
、
夫
婦
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一

緒
に
料
理
や
も
の
づ
く
り
を
す
る
こ
と

で
、
お
互
い
の
立
場
や
男
女
の
役
割
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

水
野　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
・
育
児
な
ど
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
が
家
庭
で
し
て
く
れ
て
い

た
こ
と
が
結
構
大
変
な
ん
だ
」、「
意
外
と

楽
し
い
ん
だ
」
っ
て
、
普
段
の
生
活
で
は

で
き
な
い
気
づ
き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

島
津　

そ
う
そ
う
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
立
場

が
分
か
る
と
、「
代
わ
り
に
や
ろ
う
か
な
」っ

て
意
識
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
よ
。

水
野　

は
い
。
今
回
の
フ
ァ
ー
ス
ト

シ
ュ
ー
ズ
作
り
だ
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
も

お
父
さ
ん
も
、
生
ま
れ
て
く
る
子
の
親
と

な
る
意
識
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

島
津
　
確
か
に
。
あ
と
、
い
す
と
つ
く
え

作
り
は
親
子
で
参
加
で
き
て
お
勧
め
で
す

よ
。
普
段
、
お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
ゆ
っ

く
り
取
れ
な
い
方
も
、
親
子
で
触
れ
合
う

い
い
機
会
に
な
り
ま
す
ね
。

香
取　

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
一
緒
に

作
業
し
て
い
る
と
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
が
い
い
で
す

ね
。
他
の
参
加
者
の
方
と
も
つ
な
が
り
が

で
き
て
、「
他
の
家
は
こ
う
な
ん
だ
、
う

ち
は
ど
う
か
な
？
」
と
、
考
え
る
機
会
に

も
な
り
ま
す
よ
ね
。

水
野　

参
加
者
同
士
、
家
庭
や
仕
事
の
悩

み
な
ど
、
思
い
を
自
然
と
共
有
で
き
る
場

に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。
幅
広
い
世
代
の

方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

今
年
最
初
の
レ
ポ
ー
ト
は「
８
０
２
０
」

達
成
者
の
表
彰
式
で
す
。
若
い
方
に
は

ち
ょ
っ
と
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、「
80
歳
で
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
保
つ
」
こ
と
を
推
進
し
、
市
歯
科
医
師

会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
今
年
度
で
7
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

歯
と
口
腔
の
健
康
は
、
食
べ
る
喜
び
、

話
す
楽
し
み
を
保
つ
上
で
非
常
に
重
要

で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
に
生
活
す
る

た
め
の
基
本
的
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
12
月
に
「
市
民
の

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
を

制
定
し
、
市
歯
科
医
師
会
の
全
面
的
な
協

力
を
得
て
、
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
「
８
０
２
０
」
達
成
者

表
彰
の
対
象
は
昭
和
９
年
生
ま
れ
の
方

で
、
見
事
達
成
さ
れ
た
方
は
１
０
３
人
に

の
ぼ
り
ま
す
。
昨
年
の
68
人
よ
り
大
幅
に

増
え
ま
し
た
。
非
常
に
嬉
し
く
、
ま
た
頼

も
し
い
限
り
で
す
。

　

表
彰
式
に
参
加
さ
れ
た
約
80
人
の
方
、

一
人
一
人
に
表
彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た

が
、
と
て
も
80
歳
と
は
思
え
な
い
よ
う
な

元
気
な
姿
、
そ
し
て
何
よ
り
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

表
彰
式
に
参
加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

生
涯
を
通
じ
て
健
康
な
心
と
体
で
豊
か
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的
に

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
展
開
し
て

い
く
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
、
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
切
れ
目

の
な
い
健
診
体
制
を
構
築
し
、
特
に
若
い

世
代
の
方
に
も
健
診
を
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
啓
発
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
診
の
機
会
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
普
段
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
ぜ

ひ
「
８
０
２
０
」
の
達
成
を
目
指
し
て
く

だ
さ
い
！

「8
ハチマルニイマル

020」達成者
表彰式
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日時　 ▽ 総合体育館＝ 3 月 14
日（土） 9:00 ～、16 日（月）・26

（木）19:00 ～ ▽ 市民プール＝ 3
月 1 日（日）・20 日（金）10:00 ～、
18 日（水）　19:00 ～
対象　高校生以上
定員　各 30 人（申込順）
費用　250 円
備考　 ▽ プール内のトレーニン
グはなし ▽講習は約 2 時間
申込と詳細　「住所、氏名、ふり
がな、電話番号、性別、生年月日、
年齢、希望会場、第 1・2 希望
講習日」を明記し

△

メール＝件
名を「トレーニング講習会受講
申込」として、aichswim-kkm@
okbnet.ne.jp

△

往復はがき＝返信
用にあて先を明記し〒 509-0143
鵜沼小伊木町 4--300（はがき１枚
につき 1 人）または直接、市民
プール☎ 058-370-6506

トレーニング
講習会

【つむぎの森リサイクルバザー】
　つむぎの森の無農薬野菜即売
会をはじめ、アート作品や手作
り手工芸品の展示販売、リサイ
クルバザーを開催。ぜひお越し
ください。
日時　2 月11日（水）　10:30 ～
15:00
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
詳細　NPO 法人つむぎの森事
務局☎ 080-3661-9615

まちづくり活動
助成金事業

対象　市内在住で、掲載時に小
学校就学前のお子さん（過去に
掲載された方を除く）
掲 載 予 定　広報紙 5 月 1 日～
10 月 15 日号
定員　24 組（抽選）
備考　当選者にのみ連絡
申込と詳細　3 月 13 日（必着）
までに「郵便番号、住所、日中
連絡が取れる電話番号、子ども
の氏名・生年月日、保護者氏名」
を明記し ▽ メール＝件名を「元
気ッズ応募」として、koho1@ci
ty.kakamigahara.gifu.jp または、

▽ はがき〒 504-8555 那加桜町
1-6、市役所秘書広報課☎ 058-
383-1111 内線 2153

かわいい笑顔募集！
広報紙「元気ッズ」

3月2日（月）まで

介護保険料　2 月分
国民健康保険　 9 期
後期高齢医療　 8 期

今月の

納　税

【寿演芸会】
日時　2 月 25 日（水）　14:00 ～
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
対象　おおむね 60 歳以上の方
出演　 ▽大道芸＝豊来家大治朗

▽ものまね＝ゴジーラ久山 ▽ア
コーディオンと歌＝華乃家ケイ
備考　入場整理券が必要　
申込　2月 3 日　８:30 ～、市民会
館、市民サービスセンター、高
齢福祉課で整理券を配布（１人
２枚まで）

【交歓芸能大会】
日時　2 月 26 日（木）　10:00 ～
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
出演　高齢者趣味のクラブ

【シニア作品展】
期間　2月24日～27日　9:00 ～
16:00（27 日は 12:00 まで）
場所　中央図書館 3 階展示室

（那加門前町 3）
詳 細　高齢福祉課☎ 058-383-
1779

シニア文化祭

　平成 27 年度のまちづくり活動
助成金の対象事業を募集します。
広く市民に開かれ、地域課題の
解決に取り組む活動への助成金
で、下記の 2 種類があります。

【スタート助成】
　団体の設立や自立に対し助成。
助成率　事業費の 2/3 以内（限
度額 10 万円）
助成回数　1 団体につき年 1 回
対象　設立後 3 年未満の団体

【まちづくり助成】
　団体の成長や課題解決に対し
助成。
助成率　事業費の 2/3 以内（限
度額 30 万円）
助成回数　1 団体につき年 1 回
対象　設立後 3 年以上の団体

【共通事項】
募集期間　3 月 2 日～ 4 月 17 日
備考　申請書の書き方や助成対
象となる事業や団体条件などに
関する説明会を開催します
日時　3 月 14 日（土）　10:00 ～
12:00
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室
備考　事前申込が必要
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1662　

まちづくり活動
助成事業を募集

日時　2月15日（日）　9:00～11:00
場所　産業文化センター 4 階第
2 学習室（那加桜町 2）
内容　発表「日本酒の話Ⅱ」金
武勝美・文化財を守る会理事
詳細　文化財を守る会・大堀☎
058-383-6935

文化財を守る会
学習発表会

　国際的に活躍する多くのピア
ニストを育成した江口文子さん。
その指導を受ける各務原「ピア
ノ教室」受講生の発表会です。
日時　2 月 21 日（土）　13:00 ～
場所　岐阜車体工業株式会社か
とれあホール（鵜沼三ツ池町 5）
詳 細　学校教育課☎ 058-383-
1118

各務原「ピアノ教室」
発表会

　参加賞に加え、設定タイムを
クリアした方には、景品を贈呈。
日時　2 月 15 日（日）　11:00 ～
12:00
場所　温水 25m プール南側（2
レーン）
対象　25m 以上泳げる方
定員　50 人程度（申込順）
費用　温水プール入場料（一
般 500 円、60 歳以上・高校生
300 円、小中学生 100 円）
備考　 ▽飛び込み不可 ▽幼児は
保護者同伴（保護者として入場
している方は参加不可）
申込と詳細　2 月 1 日　10:00 ～、
電話または直接市民プール☎ 0
58-370-6506

市民プール
タイム記録会

　小学校低学年の児童と一緒に
生活する指導員を募集します。
期 間　4 月 1 日～平成 28 年３
月 31 日
勤務時間　小学校放課後～17:00

（延長保育は 19:00 まで）。夏休
みなどは 7:30 ～
勤務場所　市内の学童保育室
対象　保育士・幼稚園教諭・教
員（小中高いずれも可）の免許
を有する方
定員　若干名
申込と詳細　市販の履歴書（JIS
規格）、上記免許の写しを持参
し子育て支援課☎ 058-383-1555

学童保育指導員
募集

　仕事を通じて、友達作りや健
康管理、生きがいの発見をしま
せんか。
対象　市内在住で 60 歳以上の方
申込と詳細　電話または直接、
市シルバー人材センター（那加
東亜町）☎ 058-371-2300

シルバー人材
センター会員募集

対象　 ▽  予備自衛官補（一般）＝
18 歳 以 上 34 歳 未 満 の 方 ▽ 予
備自衛官補（技能）＝ 18 歳以上で
国家免許資格などを有する方

（資格により53～55歳未満の方）
受付期間　3 月 24 日まで
試験期日　4 月 10 日～ 14 日の
いずれか 1 日
申込と詳細　自衛隊岐阜地方協
力本部☎ 058-383-5118

自衛官などを募集

【イチゴで楽しく！三段お雛様
ケーキ】
　動物性食品
不使用の抹茶
スポンジ、豆
腐のクリーム
で作る低カロリーケーキです。
日時　2月 26 日（木） 10:00 ～
12:30
定員　16 人
費用　1500 円（受講料・材料代）
申 込　2 月 12 日 10:00 ～、 費
用を持参し東ライフデザインセ
ンター（10:00 の時点で定員を
超えた場合はその場で抽選）

【ママ & ベビーヨガ】
　赤ちゃんとふれあいながら、
産後の体をシェイプアップ！
日時　3 月 1 日（日）　10:00 ～
11:30
対象　首が座ってから独り歩き
前までの赤ちゃんと母親
定員　24 組（申込順）
費用　300 円（受講料）
持参品　運動できる服装、バス
タオル、飲料水、ベビー用品
備考　帝王切開出産や持病があ
る方は、医師に相談の上参加
申 込　2 月 14 日　9:30 ～、 電
話で東ライフデザインセンター

【安心！安全！手づくりパン】
　添加物なし、手こねで作る基
本のパンなどで楽しくランチ。
日時　3 月6日・13日・20日 い
ずれも金曜日　 9:30 ～ 13:00
費用　2400 円（受講料・材料代）
定員　16 人
申込　2 月 20 日 9:30 ～、費用
を持参し東ライフデザインセン
ター（9:30 の時点で定員を超
えた場合はその場で抽選）

【共通事項】
詳細　東ライフデザインセン
タ ー（ 鵜 沼 朝 日 町 3） ☎ 058-
384-0507

東ライフデザイン
センター短期講座

　総合体育館や市
民プールのトレー
ニングルームが利
用できる受講証を
発行します。
日時　2 月 18 日（水）・25 日（水）

▽  9:30 ～ 12:00 ＝総合体育館

▽  13:30 ～ 16:00 ＝市民プール
対象　市内在住の 60 歳以上の方
定員　各 5 人（申込順）
費用　250 円
備考　

△

講習は一般利用者の利
用時間帯に実施

△

1 回で終了
申込と詳細　2 月 2 日～ 高齢福
祉課☎ 058-383-1779

シニア専用
トレーニング講習

　障害福祉サービス利用者への
聞き取り調査などを行う「認定
調査員」を募集します。
勤務時間　所属長が指定する日
で、1 日 3 時間程度
勤務場所　市役所社会福祉課ほ
か（那加桜町 1）
雇用期間　4 月 1 日～平成 28 年
3 月 31 日（原則更新）
賃金　4375 円（1 回）、通勤手当
対象　福祉職経験者で普通自動
車免許を有する方
申込と詳細　電話で社会福祉課
☎ 058-383-1126

認定調査員（臨時
職員）募集
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期間　3 月19 日～ 21日　9:00 ～
15:00
場所　天狗谷集積場（須衛天狗谷）
対象　市内在住で、期間中に引
き取りが可能な方
定員　3000 人（抽選）
備考　 ▽ １人 3 袋まで（1 袋約
8 キログラム） ▽ 当選者のみ引
換券送付 ▽同一世帯に限り一括
申込可 ▽申込用紙の記入漏れや
一括申込の非該当などの場合は
無効 ▽ 堆肥の取り置き不可
申込と詳細　2 月 13 日（必着）ま
でに「郵便番号、住所、応募者
全員の氏名（ふりがな）、電話番
号」と「グリーンリサイクル申
込」と明記し、メール kasenko
en@city.kakamigahara.gifu.jp　
058-383-6365 または、はがきで
〒 504-8555 那加桜町 1-69、河
川公園課☎ 058-383-1533

グリーンリサイクル
堆肥の無料配布

【小・中学校入学祝金】
　来年度、小・中
学校へ入学するお
子さんのいるひと
り親家庭などに、
市から入学祝金を
支給します。　
金額　1 人 1 万円

【中学校卒業記念品】
　今年度、中学校を卒業するお
子さんのいるひとり親家庭など
に、市・市社会福祉協議会・市
母子寡婦福祉会から卒業記念品
を贈呈します
記念品　1 人図書券 2000 円

【共通事項】
対象　平成 27 年 3 月 1 日を基準
とし、次のすべてに該当する方 ▽

「母子及び父子並びに寡婦福祉法」
に定める「配偶者のない方」 ▽

市の住民基本台帳に登録され、引
き続き市内に居住見込みの方
申込と詳細　2 月 17 日までに
戸籍謄本（本籍が市内の方、児
童扶養手当、母子・父子医療受
給者は不要）と印鑑を持参し、
子育て支援課☎ 058-383-1131

ひとり親家庭に
入学祝・卒業記念

日時　2 月 14 日（土）　9:00 ～
16:30
場所　市役所市民課（那加桜町1）
取り扱い業務　 ▽ 印鑑登録、市
民カードの発行と暗証番号登録

▽印鑑登録手帳から市民カード
への交換 ▽住民基本台帳カード
の発行、公的個人認証サービス

（電子証明書の発行）
持参品　印鑑、運転免許証など
写真付で本人確認ができる書類

（写真付でない場合は後日再来
庁）、顔写真（写真付住民基本
台帳カード申請の場合）
備考　 ▽ 住民基本台帳カードの
即日交付には、官公署発行の顔
写真付の本人確認書類 1 点と健
康保険証など１点の計 2 点の本
人確認書類が必要 ▽住民基本台
帳カード、公的個人認証を取得
できるのは、市の住民基本台帳
に登録されている方です
詳細　市民課☎ 058-383-1078

印鑑登録などの
臨時窓口を開設

対象　 ▽ チーム＝市内在住、在
勤の方 10 人以上で編成された
チーム ▽ 審判員＝審判技術の習
得に熱意のある 20 歳以上の方
登録料　チーム登録のみ 9500 円
申込　2 月 8 日　10:00 ～ 12:00
に勤労会館（那加雲雀町）
詳細　市軟式野球連盟・藤本☎
058-384-6416

軟式野球連盟チーム
審判員の登録

FAX

対象　市内在住、在勤の方 9 人
以上で編成されたチーム
登録料　5000 円
申込と詳細　2 月 15 日までに
各支部長 ▽ 那加・蘇原支部＝
江口☎ 058-389-1278 ▽ 稲羽支
部（川島地区を含む）＝安田☎
058--383-0832 ▽ 鵜沼支部＝岡
田☎ 058-370-1940

ソフトボールチーム
登録

　次のすべての条件にあてはま
る団体の事業に助成します。
対象　 ▽団体などの規約がある

▽団体の事務所が市内にある ▽

年間を通じ開催する事業の総
額が 20 万円以上の事業（発表
会・公演など）がある ▽会員数
が 30 人以上 ▽ 国や他の地方公
共団体などの補助金を受けない
助成限度額　5 万円
助成期間　同一団体・同一事業
について３年
申込と詳細　2 月 27 日までに、
申請書と団体規約、会員名簿を
ブランド創造課☎ 058-383-1042

文化活動事業
助成制度

　国民年金の納め忘れがあると、
将来受け取る老齢基礎年金の額
が減額され、場合によっては年
金が受けられません。また、万一
のときに障害基礎年金や遺族基
礎年金が受けられないことがあ
ります。そこで、年金事務所で
は、便利で安心な保険料の口座
振替での納付と、割引のある前
納制度をお勧めします。
　通常は翌月引き落としですが、
当月引き落とし（早割）にする
と月々 50 円の割引です。また、
さらに割引額が多い 6 カ月前納・
1 年前納・２年前納もあります。
申込　納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持参し、
希望の金融機関または〒 500-
8381 岐阜市市橋 2-1-15、岐阜
南年金事務所
備考　2 月末日までに申込する
と 4 月からの前納の口座振替に
間に合います
詳細　岐阜南年金事務所☎ 058-
273-6161

国民年金の
口座振替・前納

　所得税および復興特別所得税
の 確 定 申 告 は、1 月 1 日 ～ 12
月 31 日までの 1 年間の所得と、
それに対する所得税・復興特別
所得税の額を自分で計算して、
申告・納税する手続きです。
　確定申告には、税金を納める
場合と、返ってくる場合（還付）
があります。

【申告と納税の期限】

▽ 所得税・復興特別所得税、贈
与税＝ 3 月 16 日（月）まで ▽ 消
費税・地方消費税＝ 3 月 31 日

（火）まで
【確定申告が必要な方】

　各種所得（事業所得、不動産
所得など）の合計額から所得控
除（配偶者控除、配偶者特別控
除、扶養控除、基礎控除など）
の額を差し引き、その金額を基
に算出した税額が、配当控除額
より多い場合
　給与所得がある方は、次のい
ずれかに該当する場合 ▽給与の
収入金額が 2000 万円を超える
場合 ▽１カ所から給与などの支
払いを受けており、給与所得お
よび退職所得以外の各種所得金
額の合計額が 20 万円を超える
場合 ▽ 2 カ所以上から給与など
の支払いを受けており、年末調
整された主たる給与以外の収入
金額と給与所得および退職所得
以外の各種所得金額との合計額
が 20 万円を超える場合

【所得税の還付】
　確定申告が不要な方でも、源
泉徴収された税金や予定納税を
した税金が納め過ぎになってい
る場合は、確定申告をすること
で税金の還付を受けられます。

▽給与所得や公的年金に係る雑
所得があり、雑損控除、医療費
控除、住宅借入金等特別控除な
どを受ける場合 ▽年の中途に退

確定申告は
正しくお早めに！

職して、年末調整を受けられ
なかった場合 ▽予定納税をした
が、廃業などで確定申告の必要
がなくなった場合
備考　年金所得者に係る確定申
告不要制度（公的年金などの収
入金額が 400 万円以下の場合）
により確定申告をしなかった場
合でも、年金から引き落としさ
れていない社会保険料などがあ
るときや、それ以外の各種控除

（生命保険料控除など）の適用
を受けるときは、市・県民税（住
民税）の申告が必要です

【土地や建物の譲渡所得】
　土地や建物を売ったときの譲
渡所得に対する課税を分離課税
といい、給与所得などの他の所
得と区別して計算します。ただ
し、確定申告の手続きは他の所
得と一緒に行うことになります。
　マイホームを売ったときや公
共事業などのために売った場合
などで、一定の要件を満たすと
きには、特別控除などの課税の
特例があります。課税の特例を
受けるためには、原則として確
定申告が必要です。

【確定申告会場を開設】
　産業文化センター（那加桜町
2）と、マーサ 21（岐阜市正木
中 1）に、確定申告会場を開設。
パソコンを利用して申告書の作
成指導をします。開設期間や持
参品など、詳細は広報紙 1 月
15 日号をご覧ください。

【復興特別所得税の記載漏れに
注意】
　平成 25 年分から平成 49 年分
まで、復興特別所得税（原則と
して各年分の所得税額の 2.1％）
を所得税とあわせて申告・納税
することになっています。確定
申告の作成時には、記載漏れの
ないようご注意ください。
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-
7111、市役所市民税課☎ 058-
383-1114

【市税】　

▽ 休日相談日時＝ 2 月 8 日（日）
9:00 ～ 17:00 ▽ 夜 間 相 談 日 時
＝ 2 月 9 日（月）・10 日（火）　
17:15 ～ 20:00
場所　市役所税務課

【国民健康保険料】　
夜間相談日時＝ 2 月 13 日（金）
17:15 ～ 20:00
場所　市役所医療保険課

【共通事項】
備考　本庁舎北
側地下入口から
お入りください
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

2 月の休日・夜間
納付相談

　市内小中学校や施設で勤務す
る、嘱託・臨時職を募集します。
雇 用 期 間　4 月 1 日 ～ 平 成 28
年 3 月 31 日（原則 1 年。継続
の場合もあり）
職種　用務員・調理員・学校図
書館職員（小中学校）、管理人（教
育委員会所管施設）、伊木山整
備員（少年自然の家）
定員　各職種若干名（伊木山整
備員のみ 1 人）
受付期間　2 月 2 日～ 16 日
備考　

△

職種ごとの募集条件、
勤務条件は問い合わせてくださ
い

△

定員に満たない場合は受付
期間後も随時募集
申込と詳細　履歴書を持参し、
那加桜町 2、教育委員会総務課
☎ 058-383-1117

教育委員会職員
（嘱託・臨時）募集
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テクノプラザ
CAD研修

【CATIA V5 基礎】
期間　2 月 4 日～ 6 日（3 日間）
費用　3 万 6720 円

【AutoCAD LT  基礎】
期間　2 月 12 日～ 13 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【CATIA V5 サーフェス】
期間　2 月 16 日～ 18 日（3 日間）
費用　3 万 6720 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

3 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

期日 場所 対象出生児

3 月 2 日
（月） 総合

福祉会館

平成 26 年
10 月 1 日～16 日

3 月 3 日
（火）

平成 26 年
10 月17 日～31 日

3 月 5 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 26 年 10 月

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（2 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー
トを記入し、持参してください

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原地区、稲羽西小
校区▽ あさひ子ども館＝鵜沼
地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、同別冊

「あすか」問診票（記入済のもの）
備考　駐車料金の補助がありま
す。詳しくは下記へ
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

期日 場所 対象出生児

3月23 日
（月）

総合
福祉会館

平成 26 年 4 月
3月24 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

3 月 9 日
（月） 総合

福祉会館

平成 25 年
8 月 1 日～ 13 日

3 月 10 日
（火）

平成 25 年
8 月 14 日～ 31 日

3月11 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 25 年 8 月

期日 場所 対象出生児

3月16 日
（月） 総合

福祉会館

平成 24 年
2 月 1 日～ 17 日

3月17 日
（火）

平成 24 年
2 月 18 日～ 29 日

3月18 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 24年2 月

　経過措置により平成 26 年度に
限り接種できます。希望される
方は早めに接種してください。
期間　3 月 31 日まで
場所　市内の指定医療機関
対象　3 歳～ 4 歳 11 カ月（1 回
接種）
備考　▽ 予約が必要です▽ 予
診票兼接種券は医療機関にあり
ます▽ 過去に接種した方や水
痘にかかった方は対象外
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

3・4歳の
水痘予防接種

日時　2 月 17 日（火）    13:00 ～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町 1）
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神保健福祉士
こころの健康相談

　400ml 限定の会場です。

詳 細　健康管理課☎ 058-383-
7570

ご協力ください
3月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所
3月9日
（月）

15:00 ～ 17:00
東海
中央病院

　カンボジアでは、書き損じの
はがき 100 枚で 1 人が 1 年間寺
子屋の識字クラスに通え、9000
枚で寺子屋の設備がそろい、5
万 5000 枚で寺子屋が 1 軒でき
ます。収集にご協力ください。
受付期限　3 月 31 日まで
受付場所　市内幼稚園、小・中・
高・養護学校、ライフデザイン
センター、市役所総合案内、産
業文化センター案内など
備考　▽ 多数の場合は代表者
名を明記してください▽ 連絡
くだされば回収に伺います
詳細　各務原ユネスコ協会・高
井☎ 058-382-1514

書き損じはがきを
集めています

　市では、下記のすべてに該当
する方に、「交通災害見舞金」
を支給しています。
対象　 ▽歩行中または自転車乗
車中に交通事故に遭った方 ▽事
故のとき市内に住所があり、住
民基本台帳に記録のある方 ▽被
害者に重大な過失または自己の
故意による犯罪行為がない方

【災害区分・支給額】
死亡　即死および事故発生後 7
日以内に死亡＝ 30 万円
障がい　 ▽ 入院 90 日以上の治
療を要したものおよび事故発生
から 7 日経過後の死亡（災害を
受けた日から 30 日以内に入院
していたものに限る）＝ 5 万円

▽ 入院 14 日以上 90 日未満の
治療を要したもの（災害を受け
た日から 30 日以内に入院して
いたものに限る）＝ 3 万円
必要書類　 ▽ 交通事故証明書

（県庁内の自動車安全運転セン
タ－で発行） ▽死亡診断書（死
体検案書）または入院証明書（各
書類写しも可） ▽申請者名義の
普通預金口座番号
備考　戸籍の写しなどの書類が
必要となる場合があります
申込と詳細　事故発生から 1 年
以内に、印鑑と必要書類を持参
し防災安全課☎ 058-383-1190

交通災害へ
見舞金を支給

　県では、毎年 5 月に交通遺児
に対して激励金を贈っています。
該当する方はご連絡ください。
対象　交通事故で、それまで生
計を共にしていた父または母を
亡くした方で、義務教育終了ま
での方、および高等学校在学中
の方（20 歳未満）
激励金の額　1 人あたり 2 万円
備考　交通遺児となった後、養
子縁組した方、父または母が再
婚し生計を共にすることとなっ
た方は除きます
申込と詳細　防災安全課☎ 058-
383-1190

交通遺児に激励金

日時　2 月 24 日（火）　14:00 ～
15:00
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
対 象　 平 成 26 年 1 月 ～ 12 月
に岐阜地域環境室で「浄化槽設
置通知（届）書」の受付をした
浄化槽設置者
詳細　県岐阜地域環境室☎ 058-
272-1111 内線 3245

浄化槽維持管理
説明会

　公共下水道（雨水）の事業認可
区域の変更案を縦覧します。案に
ついての意見書も受け付けます。
期間　2 月 5 日～ 19 日　
場所　市役所河川公園課（那加
桜町 1）
詳 細　河川公園課☎ 058-383-
1111 内線 2758

市公共下水道事業
計画の変更

　貴重な樹木や樹林を、保存樹
木・樹林に指定し、管理報奨金
を交付しています。

【保存樹木の指定基準】
樹容が美観上特に優れた健全な
樹木で次のいずれかを満たすも
の ▽ 高さ 1.5m 地点の幹の周囲
が 1.2m 以上 ▽ 株立ちした樹木
で高さ 3m 以上

【保存樹林の指定基準】
樹木が健全で、美観上特に優れ
た 300 ㎡以上の樹林
申込と詳細　河川公園課☎ 058-
383-1533

まちの緑を守ろう
保存樹木・樹林

　水道を貯水槽で受水している
共同住宅などの所有者で、「水
道料金・下水道使用料算定の特
例」適用を受けている方は、所
有者・総代人の変更、入居使用
者の変更時には、市水道料金事
務センターに異動届を提出して
ください。
詳細　水道料金事務センター☎
058-389-0051

水道・下水道料金
算定特例の方へ

　介護保険法の改正に伴い、4
月 1 日から特別養護老人ホーム
への入所は、原則「要介護 3 以
上」の方が対象となります。
詳 細　高齢福祉課☎ 058-383-
1779

4 月から入所基準
が変わります

　ケーブルテレビを利用する方
が、アナログテレビでも地デジ
が見られるサービスが３月まで
に終了します。地デジの準備が
まだの方は、お急ぎください。
詳細　総務省地デジコールセン
タ ー ☎ 0570-07-0101 ま た は、
03-4334-1111

デジアナ変換
サービス終了

　広報紙 1 月 1 日号、新春プレ
ゼントクイズ「私が作ったのは、
ど～れだ？」への多数のご応募、
ありがとうございました。
　正解は次の通りです。

【答え】A ＝⑥、B ＝③、C ＝⑤、
D ＝⑧、Ｅ＝②
　当選者には、2 月中に景品を
お送りします。
詳細　秘書広報課
☎ 058-383-1111
内線 2152

広報紙新春クイズ
正解とプレゼント

みんなの市民憲章
楽しく学ぼう

　市には子どもから大人まで
が楽しめる多種多様な講座が
あり、また約 700 のクラブ・
サークルがさまざまな分野で
活動しています。何か新しい
ことを始めたい、友達を増や
したいという方は、これらを
利用し、楽しく学びましょう。
　　　　市民憲章推進協議会



カルチャー カルチャー

日程　2 月25 日・3月4 日　いずれも水曜日　9:30 ～
11:30（全 2 回）　西ライフデザインセンター料理室
定員　24 人
内容　和菓子職人を講師に、桜もち・草もちを作る
費用　受講料 600 円、材料費 2000 円
申込　2 月 14 日 10:00 ～、受講料を持参し直接西
ライフデザインセンター（10:00 の時点で定員を超
えたらその場で抽選）

〒504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

C
U
LT
U
R
E

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

春の短期講座　
「プロに学ぶ春の和菓子作り」

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 1日（日）各務野・自然観察ウオー
ク「早春の森を歩こう」
持参品　筆記用具、虫めがね
■ 8 日（日）　ミツバチの恵み「ハ
ンドクリームと石けんづくり」
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋、材料費 400 円
■ 15 日（日）　エビの観察とエビせんべいづくり
持参品　筆記用具、汚れてもよい服装、タオルなど
■ 22 日（日）　集中力を高める「ルームスプレー」づくり
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋、材料費 700 円
■ 29 日（日）　春の和菓子桜餅づくり
持参品　筆記用具、エプロン、タオル、はし、お茶、
材料費 300 円
【共通事項】

時間　10:00 ～ 12:00（8 日、15 日、22 日は 11:30 まで）
定員　30 人（申込順、ただし 15 日と 22 日は各 20 人）
対象　小学生の親子（1 日は大人のみも可）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込と詳細　2 月 1 日～ 15 日に「開講日と講座名、
参加者全員（付添者がいる場合、その旨明記）の住所、
氏名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号」を ▽ メール＝
返信用メールアドレスを明記し shizen@wildlife.ne.jp

▽ 往復はがき＝返信用にあて先を明記し〒504-8555
那加桜町1-69、市役所いきいき楽習課☎ 058-383-1210
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自然を楽しむ講座がいっぱい！
3月の「親と子の自然体験塾」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　お菓子はホワイトデーのプレゼントにもできます。
日時　3 月14 日（土） 13:30 ～ 15:30
場所　中央ライフデザインセンター
対象　高校生までの子どものいる方
定員　16 人（抽選）
内容　スノーボールクッキー 2 種類（リッチ風味と
子ども用）、鶏胸肉でつくる鶏ハム、いりこナッツ
費用　受講料 300 円、材料費 400 円
備考　お子さんの同伴も可（料理中は託児）
申込　2 月 26 日（必着）までに「講座名、講座日、参
加者の氏名、住所、電話番号、お子さん同伴の場合は
氏名、学年または年齢」をメール chuolife@city.kaka
migahara.gifu.jp または往復はがきで中央ライフデ
ザインセンター（窓口で申込の場合、はがき 1 枚持参）
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子育てママの料理講座
「スノーボールとお弁当向き常備菜」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8  　
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

夫婦でチャレンジ講座
カイロプラクターに教わる「腰痛体操」

　骨盤や肩にバンドを巻いて、簡単な運動をします。
腰痛や肩こりが楽になって、姿勢もピンっ !
日時　2 月 21 日（土）　15:00 ～ 17:00
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町 1）
対象　成人
定員　20 人（夫婦での申込を優先し、抽選）
費用　受講料 1 人 300 円
申込　2 月13日（必着）までに「講座名、参加者全員の
氏名、住所、電話番号」をメール chuolife@city.kakam
igahara.gifu.jp または往復はがきで中央ライフデザ
インセンター（窓口で申込の場合、はがき 1 枚持参）

N
A
TU
R
E

小天体落下！～隕石の話～
2月のプラネタリウム

日程 　2 月 8 日（日）　10:00 ～ 11:00　少年自然の家
費用　1 人 100 円
備考　途中入場はできません

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

パソコンNEW門
やさしくわかるパソコン操作

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

　電源の入れ方、マウスの使い方、入力設定や初歩
的な文章入力を学びます（OS はウィンドウズ 8）。
日時　3 月 6 日・13 日・20日　いずれ
も金曜日　9:30 ～ 11:30（全 3 回）
場所　川島ライフデザインセンター
対象　成人
定員　14 人（申込順）
費用　受講料 900 円（当日支払）
申込　2 月 13 日　9:00 ～電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター

C
U
LT
U
R
E

酵母のチカラでじっくり熟成
「かんたん ! 味噌作り体験」

　余分なものを一切含まない、カラダにやさしい手
作り味噌を作ります。仕上がりの秋までじっくり熟
成させましょう。
日時　2 月 21 日（土）　10:00 ～ 13:00
場所　各務原養護学校（那加雲雀町 1）
定員　10 人（申込順）
費用　受講料（大人 300 円、
子ども 100 円）、材料代 2300 円
備考　子どもの参加は保護者同伴
申込　2 月 7 日　9:00 ～受講料を持参し、電話また
は直接、川島ライフデザインセンター

中央図書館
☎ 058-383-1122

IN
FO 中央図書館と川島ほんの家は

蔵書点検のため休館します

　図書館のすべてのサービスを停止します。休館中
の本の返却は、各館のブックポストにお願いします。
ただし CD や大型絵本など、壊れやすいものはブッ
クポストへ返却しないでください。
休館期間　2 月 17 日～ 19 日
対象　中央図書館、川島ほんの家（川島松倉町）

IN
FO 図書館パソコン講習会「エクセル入門②」

中止のお知らせ

　「生涯学習情報かかみがはら 2014 秋号」に掲載
しました「エクセル入門②」は行いません。

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 2/2・9・12・16 ～ 20・23

N
A
TU
R
E

ファミリーデー④「プラネタリウム &
絵本の読み聞かせ、風船キャンドル作り」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

日程 　3 月 7 日（土）9:00 ～ 15:30　少年自然の家
対象　年少～大学生の子どもを含む 2 人以上の家族

（年少児未満の参加不可）
定員　15 家族（抽選）
内容　 ▽ プラネタリウム＆絵本読み聞かせ ▽ 野外
炊事「パックドッグ ( 牛乳パックを利用したホット
ドッグ）」、風船キャンドル作り
費用　大人 1100 円、子ども 800 円
申込　2 月 17 日（必着）までに、はがきに「郵便番号、
住所、代表者氏名、電話番号、参加人数、申込者全員の
氏名、ふりがな、年齢（3 月 7 日現在）、性別、キャンセ
ル待ちをするか否か」を明記し、少年自然の家「ファ
ミリー④」係（抽選結果は締切 1 週間後をめどに郵送）

日程　2 月22日（日）13:30 ～（開場 13:00）    市民会館
費用　中学生以上 800 円（前売 700 円）、小学生以下
無料（全席自由）
詳細　赤松☎ 090-3935-1642

S
TA
G
E かかみがはらウインドオーケストラ

第 17回定期演奏会

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）

ルームスプレー
づくり
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楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！

み ん な 集 合

さ
く
ら
（
那
加
桜
町
２
、
総
合
福
祉

会
館
２
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

７
６
１
３　

木
・
祝
日
休

あ
さ
ひ
（
鵜
沼
朝
日
町
３
）
☎
０
５

８
（
３
７
０
）
０
５
０
０　

月
・
祝

日
休

う
ぬ
ま
東
（
鵜
沼
東
町
６
）
☎
０
５

８
（
３
７
９
）
１
１
７
７　

木
・
祝

日
休

そ
は
ら
（
蘇
原
野
口
町
１
、
蘇
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
５
２
８
５　

月
・

祝
日
休

か
わ
し
ま
（
川
島
松
原
町
、
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
２
６
３
４　

土
・

日
・
祝
日
休

子
ど
も
館
（
開
館
９
時
～
17
時
）

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

　

鵜
沼
山
崎
町
の
和
菓
子
店

「
大
島
屋
」
が
、
全
国
の
特
産

品
が
集
う
コ
ン
テ
ス
ト
「
全
国

推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
」で
、

特
に
優
れ
た
商
品
に
与
え
ら
れ

る「
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　

昭
和
24
年
創
業
の
同
店
で
腕

を
ふ
る
う
2
代
目
、
大
島
康
弘

さ
ん
は
、
名
誉
あ
る
賞
に
「
ま

だ
実
感
が
湧
か
な
い
で
す
」
と

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　

受
賞
し
た
の
は
、
完
成
し
た

ば
か
り
の
新
商
品
「
美
濃
の
壺

蒸
し
き
ん
つ
ば
」。
看
板
商
品

の
「
栗
蒸
し
き
ん
つ
ば
」
か
ら

発
展
し
た
菓
子
で
、
上
品
な
甘

さ
の
あ
ん
の
中
に
栗
き
ん
と
ん

を
入
れ
、
美
濃
焼
の
壺
で
蒸
し

上
げ
た
。
和
三
盆
や
大
納
言
小

豆
な
ど
原
材
料
を
厳
選
し
、
桐

の
箱
に
納
め
る
な
ど
高
級
感
を

全
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。

　

店
に
並
ぶ
商
品
の
中
で
、
素

材
も
価
格
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
。

初
め
て
の
高
級
路
線
で
の
挑
戦

に
、「
全
国
の
舞
台
で
ど
こ
ま

で
評
価
し
て
も
ら
え
る
か
」
と

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
を
決
め
た
。

　

和
菓
子
職
人
の
道
を
歩
み
40

年
以
上
、
ず
っ
と
挑
戦
を
続
け

て
き
た
。
駆
け
出
し
の
こ
ろ
は

先
代
の
技
を
見
よ
う
見
ま
ね
で

覚
え
、「
と
に
か
く
夢
中
で
作
り

続
け
た
」。
よ
う
や
く
一
人
前

に
な
っ
た
こ
ろ
、
今
度
は
メ
イ

ン
の
取
引
先
か
ら
の
仕
事
が
下

火
に
。
新
た
に
店
を
支
え
る
看

板
商
品
の
開
発
を
迫
ら
れ
た
。

　

店
の
自
慢
で
あ
る
つ
ぶ
あ
ん

と
地
元
産
の
栗
、
そ
し
て
「
菓

子
作
り
の
全
て
の
工
程
を
自
分

の
手
で
」
と
い
う
職
人
の
こ
だ

わ
り
。
試
行
錯
誤
の
す
え
誕
生

し
た
「
栗
蒸
し
き
ん
つ
ば
」
は
、

狙
い
ど
お
り
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を

受
賞
す
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
菓
子
職
人
の
飽

く
な
き
向
上
心
は
看
板
商
品
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
今
回
の
受

賞
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

受
賞
後
は
、
客
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
る
と
い
う

大
島
さ
ん
。
地
域
に
愛
さ
れ
る

和
菓
子
店
で
、
真
摯
に
理
想
の

菓
子
を
追
い
続
け
る
。

OSHIMA Yasuhiro
鵜沼山崎町在住。学生時代は野球
とドラムに打ち込む。一時期、サ
ラリーマンだった経験も。63 歳。

各務原ビブリオバトル
蘇原中学校

小
学
生
の
あ
そ
び
と
交
流

　

子
ど
も
館
で
は
、
小
学
生
が

乳
幼
児
親
子
や
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
友
達
と
ふ
れ

あ
っ
た
り
し
て
、
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
、
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

日
々
の
交
流

　

子
ど
も
館
に
は
、
毎
日
小
学

生
が
遊
び
相
手
や
遊
び
場
を
求

め
て
来
館
し
ま
す
。
遊
び
に
来

た
児
童
は
、
乳
幼
児
が
身
近
に

い
る
の
で
、
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
ぶ
り
を
発
揮
し
ま
す
。
紙

芝
居
や
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た

り
、
乳
幼
児
親
子
に
声
を
か
け

て
、
一
緒
に
ド
ミ
ノ
を
楽
し
ん

だ
り
。
温
か
い
ふ
れ
あ
い
の
瞬

間
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。

お
楽
し
み
会
や
チ
ェ
ス
で
交
流

　

そ
は
ら
子
ど
も
館
で
は
、
月

１
回
行
う「
お
楽
し
み
交
流
会
」

で
、
乳
幼
児
親
子
、
小
学
生
、

学
童
保
育
児
が
ふ
れ
あ
っ
て
い

　

先
日
、
僕
は
各
務
原
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
に
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
「
書
評
合

戦
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
自

分
が
選
ん
だ
本
の
紹
介
や
ほ
か

の
人
の
発
表
を
通
し
て
、
本
の

良
さ
を
見
つ
け
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で

は
、
１
人
当
た
り
５
分
間
の
発

表
と
２
分
間
の
質
疑
応
答
の
時

間
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
自

分
の
本
の
良
さ
を
伝
え
ま
す
。

全
員
が
発
表
し
た
ら
、
自
分
が

一
番
興
味
を
も
っ
た
本
を
指
名

し
ま
す
。

　

最
初
、
僕
は
本
の
良
さ
を
伝

え
ら
れ
る
か
心
配
で
し
た
。
そ

の
本
が
好
き
で
も
、
そ
の
長
所

を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
言
葉
が

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中

で
迎
え
た
本
番
、
５
分
間
話
し

通
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
人
の
発
表
。
初
め
て

の
参
加
で
聞
く
だ
け
で
精
一
杯
。

何
も
質
問
で
き
ず
に
終
了
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
で
大
体
の
流
れ
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
う
と
う

自
分
の
順
番
。
ま
ず
は
メ
ン

バ
ー
へ
の
問
い
か
け
。
次
に
内

容
を
説
明
し
、
自
分
が
面
白
い

と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
感
動
し
た

と
こ
ろ
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。
以
前
参
加
し
た
こ
と
の
あ

る
人
が
教
え
て
く
れ
た
、
本
に

付
せ
ん
を
貼
っ
て
お
く
と
い
う

工
夫
が
役
立
ち
ま
し
た
。
話
す

の
に
必
死
で
い
つ
の
間
に
か
残

り
２
分
、１
分
と
な
っ
て
い
き
、

結
局
全
て
を
話
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
は
最
初
の

予
選
止
ま
り
で
し
た
が
、
そ
の

後
の
発
表
も
見
て
い
ま
し
た
。

勝
ち
上
が
っ
た
人
の
発
表
を
見

る
と
、
相
手
に
伝
え
る
た
め
の

工
夫
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
な

る
べ
く
あ
ら
す
じ
を
話
す
の
は

短
く
し
て
、
自
分
が
感
じ
た
こ

と
を
部
分
的
に
引
用
し
な
が
ら

伝
え
る
と
良
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
通

し
て
、
自
分
の
本
を
さ
ら
に
好

き
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
他
の

本
に
も
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
へ
の
参
加
は
、
と
て
も

有
意
義
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

文
・
３
年   

細
川
治な

お
と度
さ
ん

　
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。エ
イ
ジ
ン
グ（
加

齢
）
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
変
化

を
マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、ス
マ
ー
ト
な
（
賢
い
）

年
の
重
ね
方
で
、「
楽
し
く
前
向

き
に
年
を
取
る
生
き
方
」
だ
そ

う
で
す
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」は
、
60
代

か
ら
80
代
の
女
性
20
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
縮
ん
だ
筋
を
１

日
に
１
ミ
リ
伸
ば
し
、
縮
ん
だ

ら
ま
た
伸
ば
す
。
体
に
無
理
の

な
い
体
操
は
、
長
く
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

約
20
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

先
生
か
ら
、
真
向
法
体
操
や

導
引
養
生
功
健
康
法
な
ど
を
楽

し
く
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
頭
・

心
・
体
（
首
・
手
首
・
足
首
・

股
関
節
な
ど
）を
柔
軟
に
し
て
、

呼
吸
を
意
識
。
大
地
か
ら「
気
」

を
頂
き
な
が
ら
、
自
分
の
体
調

に
合
わ
せ
て
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

体
操
を
し
て
い
ま
す
。
休
憩
も

含
め
て
１
時
間
30
分
の
体
操
が

終
わ
る
と
、
１
週
間
の
疲
れ
が

と
れ
、
心
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
す
。

　

背
筋
・
膝
が
ま
っ
す
ぐ
に
伸

び
た
、
後
姿
の
美
し
い
ス
マ
ー

ト
エ
イ
ジ
ン
グ
を
目
指
し
、
一

人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
体
験
や
見
学
に
来
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
曜
日
（
第
５
を

除
く
）
13
時
15
分
～
14
時
45
分

場
所　

勤
労
会
館
２
階
（
那
加

雲
雀
町
）

講
師　

武
藤
孝
子
、
加
藤
照
子

費
用　

月
２
０
０
０
円

詳
細　

長
房
☎
０
５
８（
３
８
３
）

９
５
７
２

健康体操

「どんぐりの会」

ま
す
。
月
２
回
開
催
の
「
小
学

生
チ
ェ
ス
教
室
」
で
は
、
他
校

区
の
小
学
生
と
の
交
流
や
対
戦

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
さ
ひ
子
ど
も
館
で

は
青
年
館
と
協
働
で
、「
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

大島康弘さん｜「全国推奨観光土産品審査会」で「日本商工会議所会頭賞」

「明日は今日よりいいものを」。菓子職人が手にした栄誉
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

「
な
ぁ
に
、
謝
る
こ
た
ぁ
ね
ぇ
が
…
い
や
、

お
前
が
村
の
た
め
に
手
を
上
げ
た
こ
と
は
立

派
な
こ
と
じ
ゃ
」

「
へ
ぇ
」

「
じ
ゃ
が
、
お
前
が
お
ら
ん
よ
う
に
な
っ
た

ら
…
い
ゃ
、
も
し
も
の
こ
と
じ
ゃ
。
そ
う

な
っ
た
ら
、
ま
さ
サ
一
人
で
や
っ
て
け
る
か

と
思
っ
て
の
ぉ
。
村
の
連
中
、
み
ん
な
で
助

け
る
と
は
言
っ
ち
ょ
る
が
、
忙
し
い
時
は
一

緒
だ
で
…
自
分
ど
こ
だ
け
で
精
一
杯
の
連
中

ば
っ
か
や
で
の
ぉ
。
当
て
に
な
っ
て
な
ら
ん

の
や
。
の
ぉ
、
ま
さ
サ
」

　

彦
右
衛
門
は
、
ち
ら
っ
と
ま
さ
を
見
た
。

ま
さ
の
顔
は
引
き
つ
っ
て
い
た
。

「
す
ん
ま
へ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
」

― 

つ
づ
く

15

「
夕
飯
食
べ
た
ら
、
う
ち
の
藁わ
ら

小
屋
へ
来

や
ぁ
。
み
よ
ち
ゃ
ん
に
も
来
る
よ
う
に
言
っ

ち
ょ
く
で
」

「
あ
ぁ
」

「
お
と
っ
つ
ぁ
ん
や
お
っ
母
さ
ん
に
は
内
緒

に
し
と
く
で
、
ち
ゃ
ん
と
来
や
ぁ
よ
」

　

そ
れ
だ
け
言
う
と
、
お
え
ん
は
小
走
り
に

去
っ
て
い
っ
た
。

「
え
ろ
う
長
か
っ
た
の
ぉ
」

　

家
に
帰
っ
た
彦ひ

こ
さ
く作
を
待
っ
て
い
た
の
は
、

本
家
の
彦ひ

こ

右う

え衛
門も
ん

だ
っ
た
。
彦
右
衛
門
は
、

彦
作
の
父
彦ひ

こ

二じ

郎ろ
う

の
兄
、
つ
ま
り
彦
作
の
伯お

父じ

だ
っ
た
。

「
へ
ぇ
。
つ
い
で
に
田
ん
ぼ
も
見
て
来
た
ん

で
」

「
ほ
う
か
。
ど
う
や
調
子
は
」

「
今
ん
と
こ
、
え
え
よ
う
で
す
」

「
う
む
。
と
こ
ろ
で
今
度
の
こ
と
や
が
、
お

前
え
れ
ぇ
こ
と
を
引
き
受
け
た
も
ん
や
な
」

「
す
ん
ま
へ
ん
」

　
の
ど
か
な
風
景
に
溶
け
込
む
よ
う
に
建
つ

一
軒
の
お
店
。
ど
こ
か
懐
か
し
い
入
口
の
奥

に
は
、
革
の
財
布
や
キ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
が
並

ぶ
、
温
か
み
の
あ
る
空
間
が
広
が
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
扱
う
革
製
品
を
作
る
職
人
が
加
藤

俊
輔
さ
ん
。25
歳
の
と
き
京
都
に
店
を
構
え
、

昨
年
、
実
家
が
あ
る
前
渡
東
町
の
古
民
家
を

改
築
し
、
新
た
に
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
お
店

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
革
職
人
の
技
術
は
全
て
独
学
で
、
使
う
糸

か
ら
革
の
縫
い
方
、
緻
密
に
計
算
さ
れ
た

パ
ー
ツ
の
組
み
方
に
至
る
ま
で
、
加
藤
さ
ん

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
使
う
ほ
ど
に
柔
ら
か
く
風

合
い
を
増
す
革
製
品
に
あ
っ
て
、「
で
き
あ

が
っ
た
そ
の
状
態
で
美
し
い
も
の
を
」
と
い

う
加
藤
さ
ん
。
手
縫
い
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、

人
の
手
に
な
じ
む
「
丸
い
フ
ォ
ル
ム
」
と
、

製
品
へ
の
「
愛
着
」
を
生
み
出
し
ま
す
。

FILE №　021

革職人
（かわしょくにん）

【これまでのあらすじ】文
ぶんせい

政 12 年（1829）。年貢増徴の危機にあった島崎村と野口村は、窮状を江戸の幕府に直接訴え出る「直
じき

訴
を

」を決定。

　　　　　　　　　　　島崎村の若者・彦
ひこさく

作は、生きて帰れるか分からぬ江戸行きを明日に控えながら、幼馴染の「みよ」には伝えられず…

　12 月 13 日、川島ライフデザインセンターで、
華やかな「しめ縄」を作る講座が行われました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
お正月前の時期に合った教室でした。しめ縄は下
から見上げる物。そこで、作るためのコツやアク
セサリー接着のポイントなどをわかりやすく指導
され、参加した皆さんはオリジナルのしめ縄作り
に一生懸命に取り組みました。また、4世代で参
加された方もいらっしゃいました。

新年の願いを文字に託す 笑顔が集まる、元気なまちを表現

成人としての責任を自覚

書き初め会 迎春ガーデニング

成人式短期講座「和モダンしめ縄作り」

　市内の小学校で毎年行われている書き初め会。
1月8日には、陵南小学校で6年生児童71人が「創
造する心」という文字に挑戦しました。
　厳
おごそ

かな琴の音楽が流れる体育館に集まった児童
は、それぞれの願い、目標を文字に託し、真剣な
表情で筆を動かしました。「筆づかいに気をつけ
て書いた」という葊瀬凜

りんと

翔さん。自分の書いた文
字を見て、「今まで練習した中で、一番うまく書
けました」と満足の笑顔でした。

　1月 5 日から 15 日まで、市役所ロビーと産業
文化センターエントランスホールで、新春を彩る
ガーデニングが設置されました。
　このガーデニングは毎年お正月に飾られていま
す。今年は「笑顔があふれる元気なまち　～しあ
わせ実感　かかみがはら」をテーマに、ピンクや
オレンジのバラを使って、笑顔が集まる様子を表
現。華やかなガーデニングが、産業文化センター
を訪れた人の目を楽しませていました。

　1 月 11 日、市民会館で開催された成人式に、
今年度の新成人 1209 人が参加しました。この成
人式は、企画委員となった市内 8中学校の卒業生
16 人が企画。中学校時代を写真で振り返った後、
恩師からのメッセージを聞き、当時よく歌ってい
た合唱曲「Believe」を参加者全員で歌いました。
　式典を終え、「成人として、責任をもって行動し
たい」と話した企画委員長の大府昌也さん。それ
ぞれが、決意を新たにした成人式となりました。

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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「うぬまの森展望台」から見た景色がとてもきれいで、自

分で描いてみたいと、半年くらいかけて完成させました。

昔から興味があった油絵。退職後から描き始め、誰かに

教わることなく、本や他の人の作品を見て練習してきま

した。これまでは、人物を描くことが多かったのですが、

これからは旅行先などの思い出の景色を描きたいです。

油絵
「うぬまの森から

望む御嶽」

熊崎林治さん
（鵜沼三ツ池町）

CITY
GALLERY

思い出の景色を描いて、残したい

とてもしっかり者の末っ子、こっちゃん♪春

からは幼稚園 !成長がとても楽しみです☆

（聡さん・理恵さん、前渡東町）

あなたの笑顔はみんなを元気にしてくれます。

一緒に過ごす時間がとっても幸せです♪

（和也さん・千秋さん、那加柄山町）

三輪　采
ことあ

愛ちゃん（H23.6.3 生） 栗下　はぐみちゃん（H26.2.3 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8486 人（男　7万 3361 人・女　7万 5125 人）

世帯｜ 5万 7134 世帯　　　　　　平成 27 年 1月 1日現在
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